
ω
一
歩
進
ん
だ

④
公
民
連
携
が
つ

な
ぐ

横
浜
と
世
界

は
じ
めに

グ
ロ
1
パ
ラ
イ
ゼ
l
シ
ヨ
ン
の

進
展
と
と
も
に、
人、
物、
情
報

の
移
動
の
自
由
度
が
高
ま
り、
そ

の
獲
得
を
め
ぐっ
て、
世
界
の
有

力
な
都
市
聞
の
競
争
が
激
し
く

なっ
て
い
る。
一
方、
著
し
い
経

済
成
長
を
続
け
て
い
る
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
の
新
興
国
等
で
は、
都

市
化
に
伴
う
急
激
な
人
口
集
中
か

ら
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
や
環
境

対
策
が
都
市
課
題
と
な
っ
て
お

り、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
も

産
ま
れ
て
い
る。

本
市
は
過
去
1
5
0
年
に
亘
る

急
速
な
国
際
化、
都
市
化
の
中

で、
様
々
な
都
市
課
題
に
直
面

し、
解
決
策
を
模
索
し
て
き
た。

特
に、
1
9
7
0
年
代
か
ら
8
0

年
代
の
急
速
な
人
口
増
加
に
よ
る

環
境
悪
化、
こ
れ
に
対
応
し
た
都

市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備、
都
市
と
自

然
環
境
の
調
和
等、
現
在
新
興
国

の
都
市
自
治
体
が
直
面
し
て
い
る

課
題
に
対
処
し
て
き
た。
さ
ら

に、
ま
た
将
来
を
展
望
し、
温
暖

化
対
策、
省エ
ネ
型
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
取
組
ん
で
い
る。
横
浜
に

は
都
市
問
題
の
解
決
に
大
き
く
寄

与
す
る
可
能
性
の
あ
る
都
市マ
ネ

ジ
メ
ン
ト・
イ
ン
フ
ラ
整
備・
環

境
保
全
に
関
す
る
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ、
人
材
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る。

こ
れ
ま
で
も
J
I
C
A
(
国
際

協
力
機
構)
を
主
体
と
す
る
技
術

援
助
や、
戦
略
的パ
ー
ト
ナ
ー
都

市
協
定
の
締
結、
ア
ジ
ア
地
域
の

都
市
間
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
C

i
t
y
N
e
t)
の
ホ
ス
ト
な

ど、
積
極
的
に
国
際
貢
献
を
行っ

て
き
た。

例
え
ば、
ア
ジ
ア
の
隣
人、
T

I
C
A
D
(
ア
フ
リ
カ
開
発
会

議)
開
催
に
よ
り
強い
緋
が
築
か

れ
た
ア
フ
リ
カ
の
諸
国
に
対
し、

彼
ら
が
直
面
し
て
い
る
水、
ご
み

処
理、
環
境、
そ
の
他
の
都
市
問

題
解
決
の
た
め、
発
展
段
階
に
応

じ
た
支
援・
解
決
策
を
提
供
可
能

で
あ
る。

世
界
に
お
け
る
今
後
の
ヨ
コ
ハ

マ
の
役
割
は、
横
浜
が
「
人
と
企

業
に
選
ば
れ、
誇
り
に
で
き
る
都

市」
に
向
け
て
こ
れ
ら
の
行
政
リ

ソ
ー
ス
を、
地
球
規
模
で
の
問
題

解
決
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る。
今
後
の
海
外
で
の
都

市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は、
有
望
な

ビ
ジ
ネ
ス
分
野
と
し
て、
官
民一

体
と
なっ
た
国
際
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
枠
組
が
各
方
面
で
進
め
ら
れ

て
お
り、
国
や
関
係
機
関
の
ほ
か

市
内
企
業
な
ど、
様々
な
方
面
か

「
公
民
連
携」

ら
の
本
市
に
対
す
る
期
待
も
高

まっ
て
い
る。

共
創
推
進
事
業
本
部
で
は、
ヨ

コ
ハ
マ
の
持つ
資
産
を
民
間
企
業

と
の
共
創
手
法
に
よ
る
新
た
な
国

際
貢
献
に
活
用
す
る
た
め、
外
部

有
識
者
に
よ
る
研
究
会
の
場、
ま

た
企
業・
国・
関
係
機
関
と
の
対

話
の
中
で、
検
討
を
重
ね
て
き

た。
約
2
年
に
わ
た
る
検
討
の

後、
「
国
際
都
市
Y
o
k
o
h
a

m
a」
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高

め、
さ
ら
に
は
市
内
経
済
の
活
性

化
を
目
的
に、
横
浜
が
持つ
様々

な
資
源
を
活
用
し
た
公
民
連
携
に

よ
る
横
浜
市
の
国
際
技
術
協
力

(
Y

P
O
R
T一
吋

ow。F科目白

EHERmEU
OH
問。
g
R
B曲
目門戸

叶

R官邑omF
B)
を
進
め
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
た。
こ
こ
で
は、
そ

の
あ
り
方
につ
い
て、
報
告
を
行

、叶ノ。2 

都
市イン
フ
ラに
閲
する
国
内

外の
動向

@
海
外
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
開
発

の
動
向

近
年、
世
界
経
済
を
牽
引
し
て

き
た
欧
米
市
場
の
相
対
的
な
地
位

が
低
下
す
る一
方
で、
特
に
ア
ジ

ア
の
新
興
国
等
は
世
界
の
経
済
成 の

取
組長

を
牽
引
す
る
ま
で
に
至っ
て
い

る。
こ
れ
に
伴
い、
新
興
国
等
で

は
大
規
模
な
都
市
開
発
が
始
まっ

て
お
り、
今
後イ
ン
フ
ラ
関
連
/

シ
ス
テ
ム
輸
出
を
は
じ
め
と
す
る

需
要
の
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い

る。世
界
の
建
設
投
資
額
は

2
0
0
5
年
に
は
約
2
3
0
兆
円

で
あっ
た
が、
2
0
2
0
年
に
は

約
3
6
0
兆
円
ま
で
拡
大
す
る
見

込
み
で
あ
り、
特
に、
都
市
化
が

急
速
に
進
む
中
園、
イ
ン
ド、
ベ

ト
ナ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
ア
ジ
ア

地
域
の
需
要
拡
大
が
著
し
い。(
図

1) この
よ
う
な
新
興
国
等
で
の
都

市
開
発
は、
ま
ず
上
下
水
道、
電

力、
道
路、
鉄
道
な
ど
の
社
会
資

本
整
備
が
進
め
ら
れ
る
が、
将
来

的
な
維
持
管
理
な
ど
も
含
め
て、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
ご
と
の
施
設
整

備
で
は
な
く、
「
エ
コ
シ
テ
ィ」

な
ど
の
テ
l
マ
を
持っ
て
ま
ち
づ

く
り
全
体
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
進
め

る
ケ
l
ス
が
増
え
て
い
る。

一
方
で、
大
規
模
な
都
市
化
に

伴
い、
急
激
な
人
口
増
加
に
よ

る、
無
秩
序
な
市
街
地
の
拡
大(
ス

プ
ロ
1
ル
現
象)
や、
都
市
イ
ン

フ
ラ
や
住
宅
整
備
の
遅
れ
に
伴
う

生
活
環
境
や
自
然
環
境
の
悪
化
な

執
筆

調査季報時1.16B・2011. 3・42
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ど
も
懸
念
さ
れ
る。

@
圏
内
に
お
け
る
動
向

川
圏
内
経
済
の
行
き
詰
ま
り

日
本
国
内
の
経
済
成
長
は
バ
ブ

ル
崩
壊
後、
約
加
年
間
極
め
て
低

い
水
準
に
と
ど
ま
り、
経
請
を
支

え
る
産
業
に
つ
い
て
も
競
争
力
が

急
激
に
低
下
す
る
な
ど、
経
済
の

行
き
詰
ま
り
は
深
刻
と
な
っ
て
い

る。ア
ジ
ア
諸
国
が
急
成
長
す
る
中

で、
圏
内
経
済
成
長
が
期
待
で
き

な
い
状
況
を
踏
ま
え
る
と、
今
後

は、
ア
ジ
ア
の
国
々
と
ど
の
よ
う

に
「
共
生」
し
て
い
く
か
と
い
う

視
点
で
取
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る。凶
期
待
さ
れ
る
成
長
分
野

経
済
産
業
省
の
「
産
業
構
造

ビ
ジ
ョ
ン
2
0
1
0」
に
よ
れ

ば、
今
後
は
都
市
機
能
の
抜
本

的
強
化
や
都
市
の
拡
張・
再
開

発
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
関
連
産

業・
市
場
の
成
長
が
期
待
さ
れ
て

お
り、
2
0
2
0
年
に
お
け
る

成
長
5
分
野
の
市
場
規
模
を
約

1
7
9・
3
兆
円
の
う
ち
「
イ
ン

フ
ラ
関
連
/
シ
ス
テ
ム
輸
出」
に

つ
い
て
は
約
n・
4
兆
円
(
海
外

分
を
含
む
と
四・
7
兆
円)
が
見

込
ま
れ
て
い
る。
(
表
1)

日
本
は
電
力、
水、
交
通、
情

報
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
産
業
に
お
い

て、
個
々
の
設
備、
機
器
な
ど
技

術
面
で
の
強
み
は
有
し
て
い
る

が、
設
計・
建
設
か
ら
運
営、
維

持
管
理
ま
で
を
含
め
た
統
合
的
な

「
シ
ス
テ
ム」
と
し
て
受
注
し
て

い
る
例
は
少
な
い。

近
年
の
新
興
国
等
で
の
都
市
開

発
の
特
徴
と
し
て、
上
下
水
道、

電
力、
道
路、
鉄
道、
ご
み
な

ど、
セ
ク
タ
ー
ご
と
の
事
業
で
は

な
く、
運
営
も
含
む
都
市
全
体
の

ト
ー
タ
ル
な
提
案
を
求
め
ら
れ
る

ケ
l
ス
が
増
え
て
い
る
た
め、
個

別
の
設
備・
機
器
納
入
の
み
な
ら

ず、
「
シ
ス
テ
ム」
と
し
て
イ
ン

フ
ラ
関
連
産
業
の
海
外
展
開
を
進

め
る
こ
と
が、
継
続
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
に
繋
が
る
可
能
性
が
高
い。

一

海
外
簡
園
に
お
付
る
産
業
政
策

3一

と
都
市
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
化
に

一

つ
い
て
の
動
向

近
年、
諸
外
国
で
は
産
業
構
造

の
転
換
を
促
す
政
策
が
講
じ
ら
れ

て
き
て
お
り、
い
く
つ
か
の
事
例

を
紹
介
す
る。
(「
産
業
構
造
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
1
0」
か
ら
引
用)

-
韓
国
で
は、
未
来
の
経
済
成
長

の
原
動
力
と
な
る
事
業
へ
の
集

中
投
資
を
加
速
し
て
い
る。
例

え
ば、
グ
リ
ー
ン
技
術、
先
端

融
合、
高
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス

産
業
等
の
げ
業
種
に
対
し
て、

今
後
5
年
間
で
貯
兆
ウ
ォ
ン
を

補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
る0

・
米
国
で
は、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ツ

ド
を
始
め、
太
陽
光、
風
力、

次
世
代
自
動
車
(
蓄
電
池)、

省
エ
ネ
等
と
い
っ
た
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
対
し
て、

政
府
支
出
を
重
点
化
し
て
い

る。
例
え
ば、
次
世
代
自
動
車

(
E
V)
用
の
バ
ッ
テ
リ
ー

部
品
製
造
等
の
工
場
立
地
費
用

の
印
%
を
補
助
(
総
額
M
億
ド

ル)
す
る
ほ
か、
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
の
配
布
な
ど
ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
へ
の
投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
総
額
担
億
ド
ル
を
補
助
す
る

こ
と
と
し
て
い
る。

・
フ
ラ
ン
ス
で
は、
産
業
の
再
興・

強
化
の
た
め、
将
来
に
向
け
て

雇
用
創
出
効
果
の
高
い
重
点
産

業
分
野
(
デ
ジ
タ
ル、
エ
コ・

エ
ネ
ル
ギ
ー
等)
を
決
め
て
支

援
の
重
点
化
を
図
る
と
共
に、

年
間
約
5
0
0
億
円
の
特
別
財

源
で、
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発、
人

材
育
成
等
を
支
援
す
る
こ
と
と

し
て
い
る。
ま
た、
新
興
革
新

企
業
や
統
括
拠
点へ
の
特
別
租

税
措
置
を
講
じ
て
い
る。

・
ド
イ
ツ
は、
太
陽
光
発
電
を
始

め、
環
境・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

へ
の
集
中
投
資
を
加
速
し
て
い

る。
電
気
自
動
車
の
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
の
信
頼
性

向
上
の
た
め
の
研
究
開
発
等、

辺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て

4.
6
5
0
万
ユ
1
ロ
の
支
援

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る。

こ
の
ほ
か、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
お
け
る
都
市
再
開
発
庁
(
U

R
A一
口
号
自
閉N
ao
s-o切
目。
巳

〉ロ
昏oE
q)
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー、

の
自昨
日
同O『
ピ〈
島町
の
E
B
の
取

組、
ま
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
循

環
型
都
市
づ
く
り出

BE
RF可

gom
gm同
地
区
な
ど、
一
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
海
外
に

ア
ピ
ー
ル
し、
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス

の
機
会
に
繋
げ
よ
う
と
い
う
施
策

も
見
ら
れ
始
め
た。

4 

海
外
の
都
市
開
発
に
お
付
る
横

浜
の
強
み

@
横
浜
市
の
強
み

横
浜
の
特
徴
お
よ
び
都
市
づ
く

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
の
強
み

は、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら

れ
る。

・
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
計
画・
設
計・

施
工
か
ら
管
理
運
営
な
ど
の
包

括
的
ノ
ウ
ハ
ウ

・
都
市
課
題
の
解
決
に
向
け
全
国

に
先
駆
け
た
規
制
や
誘
導
な
ど

の
都
市
づ
く
り
政
策

・
大
都
市
機
能
が
中
心
部
の
エ
リ

ア
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
積
し
て

い
る
こ
と

・
歴
史
的
街
並
み
と
文
化
芸
術、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
魅
力
が
共
存

し
て
い
る
こ
と

・
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
力
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ

ま
た、
横
浜
市
が
現
在
取
組
ん

で
い
る

今後の成長市場
生塵頓(市掲揚掴む 202(芹 2007年からの増湯

職略S分野 約179.3兆円 +83.2兆円

イ【原ン子フ力ラ、関連本/‘ シ蝕ス温テ讐ム} 繍幽
自由。1"3も4分兎壷円曾む【益 と" 団+馴12命S 壷抱曾同むと

19.7蕗円} +10.Z亮円〉

環【ス境マ・ーエトネグルリギッドー、眠次題世解代決自産動業車町 約30.1創胴 +2.【揚3&7兆剖円
医園陸・介..健康・子育てサービス 約鉛5兆円 +12【着陸84-}a円

文(フ化ァ産v業シ立ョン固、 コンテンY、 食、 観光等} 約56.1倒胴 -HI.9兆円
先蝋分野(ロボット、 宇宙望普) 約48.2兆円 +岳7制E円

--------------------- -------- -----------
上田による他梅円への波及効果 +65.倒E円

合計 +149.ω胴

衰1-
水
環
境
や
緑
地
の
保
全
な
ど
都

市
化
に
伴
う
環
境
問
題

・
地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す
る
低

炭
素
社
会
の
実
現

は、
ま
さ
に、
今
後、
世
界
の

都
市
開
発
で
取
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る。

今
後、
海
外
の
新
興
国
等
で
都

市
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る
際

に、
こ
の
よ
う
な
横
浜
の
都
市
づ

く
り
に
関
す
る
経
験
と
ノ
ウ
ハ

ウ、
取
組
の
方
向
性
は
貴
重
な
行

政
資
源
と
し
て
期
待
で
き
る。

43・特集・公民連携先進都市への挑戦

@
市
内
企
業
が
有
す
る
先
端
技
衛

の
強
み

ア
ジ
ア
の
新
興
国
等
を
は
じ
め



と
し
た
海
外
イ
ン
フ
ラ
開
発
で

は、
大
幅
な
省
エ
ネ
や
C
02
削

減
に
対
す
る
取
組
も
合
わ
せ
て

求
め
ら
れ
る
が、
横
浜
市
に
は

こ
の
よ
う
な
取
組
に
貢
献
で
き

る、
優
れ
た
技
術
や
先
端
技
術
を

有
す
る
企
業、
民
間
研
究
所
が

多
数
(
1
2
5)
立
地
し
て
い

る
(
公
的
研
究
機
関
も
含
め
る
と

1
3
0一
平
成
同
年
政
令
市
ト
ッ

プ)。
@
市
民
力
を
活
用
し
た
強
み

近
年、
横
浜
で
は
様
々
な
市
民

参
加
型
手
法
に
よ
る
横
浜
独
自
の

取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る。
市
民

協
働
に
よ
る
環
境
対
策
や、
N
P

0・
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

積
極
的
な
活
動、
さ
ら
に
は
海
外

と
の
連
携
を
積
極
的
に
釘
ち
出
し

て
い
る
大
学
な
ど、
行
政・
企
業

以
外
に
も
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

市
民
力
は
横
浜
の
強
み
で
あ
る。

川
N
P
0
・
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
取
組

市
内
の
N
P
O
法
人
は
年々
増

加
し
て
お
り、
横
浜
N
G
O
連
絡

会
の
よ
う
に
国
際
協
力
を
専
門
と

し
た
N
P
O
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(
制
法
人)
も
存
在
し
て
い
る。

凶
環
境
対
策
に
対
す
る
市
民
力
の

貢
献

分
別
の
徹
底
に
よ
る
廃
棄
物
減

量
の
取
組、
1
5
0
万
本
植
樹
行

動
な
ど、
環
境
対
策
に
対
す
る
市

民
の
か
か
わ
り
は
深
い。

同
大
学
に
よ
る
国
際
貢
献
の
取
組

市
内
に
は
却
の
大
学
が
あ
る。

横
浜
市
立
大
学
で
は、
国
際
化・

海
外
の
学
術
機
関・
行
政
組
織
と

の
連
携
を
進
め
て
い
る
ほ
か、
そ

の
他
の
大
学
で
も
海
外
か
ら
の
留

学
生
を
受
け
入
れ
て
お
り、
海
外

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
横
浜
フ
ァ

ン
の
拡
大
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待

で
き
る。

一

国
を
挙
げ
た
海
外
イ
ン
フ
ラ
展

5一

聞
の
取
組
(
な
ぜ
公
民
連
携
で

一

行
う
の
か)

@
新
た
な
国
際
協
力
の
考
え
方

川
国
際
協
力
の
祉
会
的
意
轟

地
球
規
模
で
の
温
暖
化
対
策
が

喫
緊
の
課
題
と
し
て
叫
ば
れ
る
中

で、
地
球
温
暖
化
に
影
響
す
る
温

室
効
果
ガ
ス
は
先
進
国
の
大
都
市

や
新
興
国
か
ら
主
に
排
出
さ
れ
て

お
り、
途
上
国
は
排
出
量
が
少
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
温
暖
化
現
象
の

負
の
影
響
を
受
け
る
と
い
う
状
況

に
あ
る。

特
に
新
興
国
で
は、
急
速
な
都

市
化
の
進
展
に
伴
う
人
口
増
加
に

よ
り、
無
秩
序
な
市
街
地
の
拡
大

(
ス
プ
ロ
1
ル
現
象)、
都
市
イ
ン

フ
ラ
や
住
宅
整
備
の
遅
れ
に
伴
う

生
活
環
境
や
自
然
環
境
の
悪
化
な

ど、
様々
な
都
市
課
題
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
る。

横
浜
市
は
こ
れ
ま
で
の
都
市
発

展
経
緯
か
ら
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
役

立
つ
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る

ほ
か、
温
暖
化
対
策
な
ど
の
環
境

問
題
に
つ
い
て
も
世
界
の
モ
デ
ル

に
な
り
得
る
取
組
み
を
進
め
て
い

る。
そ
の
1
つ
に、
G
m
や
環
境

モ
デ
ル
都
市
を
は
じ
め
と
す
る
環

境へ
の
取
組
や
都
市
づ
く
り
が
成

功
事
例
(回OR

HEaB
Q位。m)

の一
つ
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ、

世
界
銀
行
が
進
め
る
環
境
と
経
済

を
両
立
さ
せ
た
持
続
可
能
な
都
市

づ
く
り、
開。oN
Q
gm
(
注
1)

に
日
本
で
唯一
選
ば
れ
て
い
る。

今
後
も
横
浜
市
が
現
在
の
豊
か

な
生
活
を
維
持
し、
持
続
可
能
な

発
展
を
目
指
す
た
め
に
も、
横
浜

を
支
え
て
い
る
国
々
と
と
も
に
発

展
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り、
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
様
々
な
資
源

を
活
用
し
た
積
極
的
な
国
際
貢
献

に
自
ら
率
先
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る。

凶
新
た
な
国
際
協
力
の
推
進

横
浜
の
役
割
と
取
組
む
べ
き
課

題
を
踏
ま
え
る
と、
今
後
は
様
々

な
先
端
技
術
を
有
す
る
市
内
企
業

と、
都
市
計
画
を
は
じ
め
と
す
る

都
市
づ
く
り
ノ
ウ
ハ
ウ
(
図
2)

を
有
す
る
横
浜
市
が、
お
互
い
の

強
み
を
活
か
し
て
連
携
し、
「
横

浜
の
資
源・
技
術
を
活
用
し
た
公

民
連
携
に
よ
る
国
際
協
力」
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る。

ま
た、
設
計・
建
設
か
ら
運
営、

維
持
管
理
ま
で
を
含
め、
多
く
の

市
内
企
業
が
海
外
事
業
を
受
注
す

る
た
め
に
は、
都
市
計
画
段
階
か

ら
の
参
入
が
有
利
で
あ
る。

特
に
ま
ち
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
主
に
地
方
自
治
体
が
有
し
て
い

る
た
め、
早
い
段
階
か
ら、
都
市

計
画
に
対
す
る
自
治
体
の
視
点
を

盛
り
込
む
べ
き
で
あ
る。
(
園
3)

6 

横
浜
の
技
術
を
活
か
し
た
公

民
連
携
に
よ
る
国
際
技
術
協

力
『
Y
l
P
O
R
T」

@
Y
l
P
O
R
T
事
業
の
概
要

横
浜
市
で
は、
「
横
浜
市
中
期

4
か
年
計
画」
の
横
浜
版
成
長
戦

略
に、
「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
戦

略」
を
位
置
付
け、
「
横
浜
の
資

源・
技
術
を
活
用
し
た
公
民
連
携

に
よ
る
国
際
技
術
協
力」
を
「
Y

l
P
O
R
T
事
業」
と
呼
称
し、

新
興
国
等
の
都
市
課
題
解
決
の
支

援
(
社
会
的
責
務)
と
市
内
経
済

の
活
性
化(
経
済
成
長
戦
略)
に、

本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
る。

(
注
1)

開向島
Q
R
g

世
界
銀
行
の
提
唱
す
る
g】
畠何色
で

RSBW
な
(
環
境
に
配
慮
しつ
つ
持
続
的
経

済
成
長
を
す
る)
都
市

横浜の資源・技術を活用した公民連機
による国際貢献のイメージ

図2
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@
Y
l
P
O
R
T
事
業
の
本
格
的

な
取
り
組
み
内
容

川
都
市
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
I

ジ

]

市
内
企
業
や
新
興
国
等
の
都
市
ト
至一

に
対
す
る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
ア
町一
蜘一一糊

ド
パ
イ
ス、
調
査
協
力
な
ど

側
面一一悶湖

・
デ
リ
l・
ム
ン
パ
イ
産
業
大
動
開
〔・14

脈
構
想
(
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
公

シ
エ
ン
ド
ラ)
な
ど
の
新
し
い

都
市
づ
く
り
提
案

・
国
際
技
術
協
力
に
関
す
る
新
た

図3
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な
市
内
企
業
と
の
連
携
協
定
締

結
凶
横
浜
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
I
シ
ヨ

ンプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
成
や
企
業
等

の
誘
致
に
向
け
た、
横
浜
の
技

術・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
P
R

・
世
界
銀
行
な
ど
国
際
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
国
際
展
開
の
推
進

.
国・
自
治
体・
企
業
の
連
携
に

よ
る
新
興
国
政
府へ
の
都
市
イ

ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

同
市
内
企
聾
の
海
外
展
開
支
援

市
内
企
業・
大
学・
N
P
O
な

ど、
横
浜
で
活
躍
す
る
様
々
な
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
海
外
展
開
支
援

・
市
内
中
小
製
造
業
の
技
術
調

査・
情
報
収
集

・
市・
企
業・
国・
国
際
機
関・

大
学・
N
P
O
な
ど、
様
々

な
関
係
者
に
よ
る
国
際
技
術
展

開
に
関
す
る
意
見
交
換・
情
報

交
換
の
場
づ
く
り

同
国
際
協
力
を
担
う
人
材
育
成

海
外
か
ら
の
研
修
生
受
け
入
れ

や
人
材
交
流
な
ど、
国
際
的
な
人

材
育
成
の
推
進

・
庁
内
に
お
け
る
技
術
系
人
材パ

ン
ク
(
仮
称)
の
検
討

@
全
市
的
な
対
応
に
向
け
た
横
浜

市
の
体
制
強
化

地
方
自
治
体
は、
イ
ン
フ
ラ
技

術
の、
計
画、
管
理、
運
営
な
ど

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持っ
て
い
る。
企

業
が
進
め
る
都
市
づ
く
り
に、
都

市
整
備、
上
下
水
道、
資
源、
環

境、
道
路
な
ど
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
を

加
え
て、
市
と
し
て
総
合
的
に
対

応
す
る
公
民
連
携
に
よ
る、
全
市

が一
丸
と
なっ
た
取
組
が
必
要
で

あ
る。

一
方、
海
外
で
の
開
発
事
業
に

関
す
る
情
報
経
路
は
海
外
都
市
や

園、
J
I
C
A
さ
ら
に
は
民
間

企
業
な
ど
多
方
面
に
及
ぶ。
ま
た

対
象
事
業
も
水
事
業
な
ど
の
単一

セ
ク
タ
ー
の
み
な
ら
ず
都
市
全
体

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
様
々
な
事
業

に
関
連
す
る
ケ
l
ス
が
増
え
て
い

る。
さ
ら
に、
事
業
体
制
に
つ
い

て
も、
企
業
単
独、
企
業
と
自
治

体、
あ
る
い
は
国
も
加
わ
る
ケ
ー

ス
な
ど
様
々
な
ケ
l
ス
が
考
え
ら

れ
る。多

様
な
事
業パ
タ
ー
ン
が
想
定

さ
れ
る
中
で、
国
内
外
の
政
府
機

関、
国
際
機
関、
企
業
な
ど
か
ら

の
幅
広
い
情
報
の
収
集、
市
各
事

業
局
と
の
調
整、
企
業
か
ら
の
相

談・
要
請
な
ど、
様
々
な
部
門
聞

の
調
整
行
う
必
要
が
あ
る。

こ
れ
ま
で
各
事
業
局
が
縦
割
り

的
に
行っ
て
き
た
国
際
協
力
に
関

す
る
取
組、
企
業
に
対
す
る
支
援

策、
情
報
提
供
な
ど
を
有
機
的
に

連
携
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る。
こ
の
た
め
の
市
役
所
内
の
対

話
と
情
報
の
整
理、
そ
の
有
効
な

活
用
の
た
め
の
専
門
性
が
ま
す
ま

す
重
要
と
な
る。
ま
た、
さ
ま
ざ

ま
な
機
関、
諸
外
国
の
都
市
と
の

連
携
に
関
し
て
も、
本
市、
市
内

企
業
が
持つ
資
源・
技
術
を
有
効

に
情
報
発
信
し、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
と
の
整
合
性、
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
る
た
め
の
交
渉
力・
専
門
性
が

必
要
と
さ
れ
る。

そ
こ
で、
そ
れ
ぞ
れ
を
つ
な

ぐ
「
ハ
プ
機
能」
を
備
え
た
総
合

的
な
窓
口
機
能
な
ど、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
か
つ
柔
軟
な
体
制
を
構
築

す
る
た
め、
平
成
お
年
1
月
1
日

付
で
国
際
技
術
協
力
体
制
を
強
化

し
た。
(
園
4)

@
世
界
か
ら
期
待
さ
れ
る
横
浜
の

技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ

こ
れ
ま
で
の
都
市
発
展
経
緯
か

ら、
横
浜
に
は
様
々
な
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り、
新

興
国
で
の
都
市
課
題
の
解
決
を
期

待
さ
れ
る。

川
都
市
づ
く
り

高
度
な
機
能
と
環
境
に
配
慮

し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
(
み
な
と
み
ら
い
引
地
区、
港

北
ニ
ュ
l
タ
ウ
ン、
駅
周
辺
再
開

発、
工
業
団
地
整
備
な
ど)

同
水
環
境

源
流
か
ら
海
ま
で
の
ト
ー
タ
ル

的
な
水
環
境
の
創
造
(
水
源
の
保

全、
安
全
な
水
の
安
定
供
給、
下

水
の
高
度
処
理、
再
生
水
の
活
用

な
ど)

同
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

市
民
協
働
に
よ
る
ご
み
の
減
量

と
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
有
効
活
用

(
ヨ
コ
ハ
マ
は
G
初、
下
水
資
源

(
消
化
ガ
ス、
電
力)
の
有
効
活

用
な
ど)

同
温
暗
化
対
策

温
室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
削
減
に

向
け
た
地
球
的
規
模
の
低
炭
素
で

ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り
(
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト、

グ
リ
ー
ン
パ
レ
l、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
な
ど)

こ
の
ほ
か、
道
路
や
鉄
道
な
ど

の
交
通
イ
ン
フ
ラ、
港
帯
整
備・

管
理、
緑
地
保
全、
都
市
デ
ザ
イ

ン
な
ど

7 

お
わ
り
に

市
が
こ
れ
ま
で
培っ
て
き
た
都

市
づ
く
り
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

と、
市
内
企
業
の
持
つ
先
端
技

術、
更
に
大
学・
N
P
O
と
も
鮒

連
携
し
な
が
ら、
「
Y
l
p
O
R
晴

T
事
業」
を
強
力
に
推
進
し、
新
障

興
国
等
の
都
市
課
題
解
決
の
支
援
掴

(
社
会
的
責
務)
と
市
内
経
済
の
ヰ

活
性
化
(
経
済
成
長
戦
略)
に
本
榔

格
的
に
取
組
ん
で
い
く。

間

共
創
推
進
事
業
本
部
3
年
間
の
松

取
組
の
中
で、
公
民
連
携
の
ノ
ウ
対

ハ
ウ
は
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
軒

と
考
え
る
が、
今
後
は
海
外
都
市
配

イ
ン
フ
ラ
の
展
開
の
中
で
ま
す
ま
浩

す
磨
き
を
か
け、
そ
の
担
い
手
を
i

数
多
く
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
る。「
情
報」・「
対
話」・「
連

携」
を
重
視
し
た
本
施
策
を
進
め

る
こ
と
が、
今
後
求
め
ら
れ
る
新

た
な
自
治
体
職
員
を
多
く
創
り
出

し
て
い
く
と
信
じ
た
い。
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